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＜連絡事項＞

· 防災委員会より～青仁会災害対策マニュアルの後ろに災害組織編成表が綴じてあるの　　　　　　　　で、編成表で自分の役割を確認した上で、当日までにマニュアルに目　　　　　　　　を通しておいて下さい。

・秋祭りのアンケートを記入して、近日中に赤坂CWへ提出して下さい｡
＜患者様連絡事項＞

・佐々木　康子様～本日10:30に療養環境変更目的にて、西Bユニットから北病棟へ転出されています｡
・梅木　奏利様～本日主治医とご家族様とで西Aユニット診察室にて面談行っています｡
・小泉　康政様～本日妻様より電話あり、9/30（水）9:30～10/1（木）16:00まで外泊希望聞かれ、主治医より許可となった時連絡欲しいとの事です。
・上村　政寿様～本日叔父様本人の通帳、キャッシュカード、財布を持ち面会に来られています｡キャッシュカードと財布は貴重品ロッカーにて自己管理されています｡キャッシュカードでお金をおろし、入院費にあてるとの事です｡


通帳は再度叔父様へ預けています｡

　　　　　　　　叔父様へ9/26（土）スタッフ付き添いにて自宅へ外出（訪問指導）行う事、10/16（金）にも自宅へ外出する事伝えています｡9/26は法事でいないが10/16は立ち会えるとの事です。叔父様より、水道・電気代が未納となっており、手続きをしないと止められてしまうと情報あり、訪問指導時手続きする事となっています。もし、外泊訓練をするのであれば、協力は出来るとの事です｡9/26の訪問指導で電気･水道等家の状況を確認し、退院の準備を整えていく事となっています。

＜自己服薬管理者評価・検討＞
・出河　攻様～1週間分管理実施中。問題無く行えています。
・山田　隆雄様～1週間分管理実施中。問題無く行えています｡
・小泉　康政様～3日分管理実施中。問題無く行えています｡

＜OTより＞

・梅木　奏利様～OT導入｡現在パズルを表情良く取り組まれています。

・間木　静子様～月、水、金の週3回午後参加されています｡現在パズルを行っています｡
・江刺家　陽輝様～表情良く取り組まれています｡
・岡田　石子様～右手関節に拘縮あります。骨折部位ではない関節に疼痛みられます。
＜Dr.川端患者様診察＞

・上村　政寿様～体調は「良いです。」と話されています｡本日夕よりザイロリック（痛風治療剤）〔100〕2T　2×朝・夕6日分以後定期で処方となっています｡
・澤口　直美様～朝なかなか起床できないと訴えあり、本日ｖｄｓよりフルニトラゼパム（2）1Tが減薬となっています｡

主治医より9/30（水）15:30からご家族と面談したい為、ご家族へ連絡する様指示あります｡
・間木　静子様～気分については｢まだ駄目です。｣と話されています。本日夕より、1．ユーパン（0.5）６T、Jゾロフト（25）4T、アモキサン（25）2C、エブランチル（25）2C⇒ユーパン（0.5）６T、Jゾロフト（50）2T、アモキサン（25）3C、エブランチル（15）２Cへ変更となっています。
・江刺家　陽輝様～｢入院前にあった虫が這うような感じが強くなってきた｡｣と話されています。本日夕より、1．エビリファイ（12）1T　1×M／７T　2．ハルラック（0.25）1T　ロンフルマン（0.25）1T　フルニトラゼパム（1）

1T　1×ｖｄｓ／7T　3．レキソタン（2）3T　3×／7T　4．リボトリ

―ル（0.5）2T　1×夕／７T処方となっています｡
＜梅木　奏利様家族面談＞
主治医、父様と面談行っています｡父様より、大学との話し合いの結果について、現在はまだ不起訴などの処分、退学・停学については検討中であること、話し合いの雰囲気から自主退学した方がいいのではないかとの感じを受けたと話されています｡警察側の家庭裁判の処分は、2～3ヵ月後でなければ結果は分からないとの事です。

主治医より、現在は薬での治療は必要でない事、診察時のアドバイスや生活リズムを整える事が方針である事伝えています｡本人はまだ時々薬が欲しくなる時があると話すため、対処法を実践してみる事をすすめていると話されています｡

外出は家族同伴であれば可能だが、外泊は本人がしたいと考えたり、話したら考えていきましょうと伝えています｡

